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第
十
入
巻

第
一
號

イ
ギ
リ
ス
ー

に
於
け
る
書
謹
決
の
改
正

（
二
）

峯
　
岸

治
　
三

（1，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
昌

　
奮
法
の
下
忙
於
て
は
既
に
死
亡
せ
る
者
に
依
る
陳
蓮
（
ロ
頭
、
書
面
）
は
或
る
場
合
に
は
之
を
睡
擦
ε
し
て
認
容
し

得
偽
迄
と
は
既
k
一
言
し
た
と
こ
ろ
ぞ
あ
る
（
琳
難
櫛
計
砒
聡
第
）
。
而
し
て
．
こ
の
揚
合
は
衣
の
六
個
で
あ
る
ε
さ
れ
て

ゐ
為
器
　
轟
響
ε
．
即
ち
、

　
購
一
、
利
霊
鵬
風
す
る
陳
越
（
α
9
響
銭
o
話
澱
鑑
霧
瓜
暮
R
裟
）
　
生
存
者
に
依
る
利
盆
に
反
す
る
陳
述
は
一
般
に

之
を
覆
擦
ε
し
て
認
容
す
る
こ
ε
を
得
な
い
の
で
痴
る
が
．
若
も
訴
訟
當
事
者
に
し
て
自
己
の
利
盆
に
反
す
る
陳
遠

蕎
し
窓
蓉
に
於
て
は
爵
菱
筈
望
し
て
を
濠
響
馨
し
得
る
も
の
窮
姦
鞍
遷
．
ε

　
　
　
　
　
イ
ギ
リ
晶
κ
於
妙
る
嘗
麓
法
の
改
霊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

法
　
學
　
研
　
究



（2）

　
　
　
　
イ
キ
リ
λ
に
於
サ
る
嘗
麓
決
の
改
鼠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

こ
ろ
が
、
現
在
は
既
に
死
亡
し
て
を
る
者
が
嘗
て
爲
し
た
る
利
盆
k
反
す
る
陳
述
は
、
生
存
者
の
場
合
ε
は
之
を
同

輔
に
取
扱
ム
こ
ε
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
揚
合
k
於
て
は
次
の
諸
鮎
に
注
慧
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
臓
。

　
　
　
　
　

　
第
嘲
は
死
亡
者
は
最
早
之
を
謹
人
ε
し
て
呼
出
す
こ
ε
が
不
可
能
ε
な
れ
る
こ
ε
で
あ
る
。

　
　
　
　
の

　
第
二
は
か
、
る
者
は
之
を
反
訊
問
す
る
こ
ε
を
得
な
い
こ
ε
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

　
第
三
は
か
、
る
者
が
其
利
盆
に
反
し
陳
蓮
を
爲
し
た
る
事
實
は
、
右
陳
蓮
の
眞
實
性
を
保
障
す
る
こ
ε
で
あ
る

（
彗
鷺
轟
縣
四
）
．

　
か
く
し
て
、
既
に
死
亡
せ
る
者
に
し
て
事
實
に
付
き
相
當
な
る
知
畳
（
8
3
需
9
旨
ざ
〇
三
・
黄
①
）
を
有
す
る
者
の

陳
述
は
、
其
口
頭
だ
る
ε
將
叉
書
面
に
依
る
ε
を
問
は
ず
、
其
者
の
財
産
の
利
盆
の
爲
め
又
は
不
利
盆
の
爲
め
k
自

由
に
謹
擦
と
し
て
認
容
せ
ら
る
へ
の
み
な
ら
ず
、
死
亡
者
の
人
格
代
表
者
叉
は
直
系
卑
馬
等
が
何
等
關
係
を
有
せ
ざ

る
訴
謎
k
於
け
る
第
三
者
の
利
盆
の
爲
め
に
も
亦
之
を
認
容
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
、
に
注
意
を
要
す

る
鮎
は
、
例
へ
ぱ
記
載
の
或
る
部
分
が
利
盆
に
反
す
る
陳
述
ε
し
て
之
を
認
容
し
得
る
も
の
ピ
す
れ
ば
、
其
記
載
の

全
部
を
謹
擦
ε
し
て
認
容
し
得
べ
き
で
あ
つ
て
、
軍
に
直
接
利
盆
に
反
す
る
文
言
の
部
分
の
み
を
讃
擦
ピ
し
て
認
容

す
ぺ
き
で
は
な
い
。
從
つ
て
、
死
亡
者
が
債
務
の
辮
濟
に
封
し
受
取
を
與
へ
た
る
が
如
き
揚
合
に
於
て
は
、
輩
に
「
支

彿
濟
」
と
云
ふ
や
う
な
言
葉
の
み
を
認
容
す
る
も
の
で
は
な
く
．
受
取
全
部
を
認
容
し
以
て
之
を
陪
審
員
k
讃
聞
か
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芝
淫
得
蒙
の
で
碧
（
竃
礫
響
瀞
罐
調
讐
鶴
蕊
齪
騰
塞
無
馨
．
鎚
蜷
．
一
．
銘
肇
莞
轟
撃
．

次
k
一
言
す
べ
き
は
、
陳
述
者
が
傳
聞
に
基
き
事
實
を
知
曼
し
陀
揚
合
で
あ
9
て
竜
．
そ
れ
が
利
盆
に
反
す
る
に
於

て
は
、
之
を
第
三
者
に
封
す
る
謹
擦
ε
し
て
認
容
す
る
≧
ε
を
得
る
も
の
ε
せ
ら
れ
た
（
鴇
．
雌
賭
鰹
幽
、
鰭
ゴ
咽
、
聰
檸
酬
鰹

罷
器
舜
．
臨
．
羅
）
昏
・
即
ち
康
響
籐
誇
露
そ
紮
昌
の
利
餐
反
す
る
を
を
箋
詰
ぱ

な
ら
ぬ
と
し
て
も
、
其
事
實
に
付
て
は
親
し
く
之
を
知
畳
す
る
こ
ε
を
要
せ
澱
こ
ε
、
な
る
の
で
あ
る
（
襲
魂
夢
．
．

翻
蝦
一
臓
鰭
雛
掌
醐
、
罪
．
顯
鞭
馳
鎚
。
蜥
即
鞠
蜻
紹
め
準
鞠
磐
．
器
野
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ロ
　
　
　
　
　
の
　
　

　
要
之
、
利
盆
に
反
す
る
陳
越
を
認
容
す
る
の
墓
底
は
第
一
は
陳
述
者
の
死
亡
及
び
第
二
に
は
利
猛
に
反
ー
す
る
陳
蓮

は
墨
釜
穣
を
享
蒙
の
あ
難
経
る
芸
は
る
あ
で
碧
（
竈
撃
魚
蘇
．
鞠
．
醇
．
・
y
、
．
．
．
）
．

　
　
（
1
）
　
ポ
ー
ウ
呂
ル
に
從
甲
へ
ぱ
．
か
く
の
如
く
樽
聞
に
基
き
事
實
を
知
賢
し
た
場
合
と
難
も
，
金
饒
的
利
釜
（
℃
鶏
β
謬
剛
”
閥
璽
脚
5
艸
。
晩
。
玲
）
　
に
反
す
る

　
　
　
陳
描
ほ
之
を
認
容
し
得
る
も
、
財
産
的
利
盆
（
マ
ε
幕
ε
弓
蔓
霞
舞
）
に
反
す
る
陳
翅
は
然
ら
ず
と
恩
は
る
製
と
さ
れ
て
ゐ
る
ヘ
リ
穿
9
3
8
琴

　
　
　
5
国
O
甘
一
β
鍵
〔
一
認
Q
◎
〕
．
O
O
軸
・
即
肉
知
昌
●
q
oo
O
・
）
（
憎
O
罰
0
躍
噸
マ
鱒
⑦
刈
噺
O
囑
・
↓
器
鴨
認
げ
㊦
5
匂
亨
一
一
一
）
。

　
二
　
養
務
履
行
上
の
陳
蓮
（
幕
畠
糞
ざ
島
ぎ
島
。
。
o
奮
。
9
身
蔓
）
　
之
に
付
て
は
既
k
一
言
し
彪
ε
こ
ろ
で

は
あ
る
が
（
琳
鵬
繍
計
紬
蜷
第
Y
更
k
少
し
く
述
べ
る
こ
ε
㌧
す
る
。

　
既
に
死
亡
せ
る
者
が
其
義
務
を
履
行
す
る
上
k
於
け
る
通
常
の
過
程
に
於
て
（
旨
臣
o
o
a
幽
冨
芝
8
畦
零
9
2
ぐ
）

　
　
　
　
　
イ
ギ
9
ス
に
於
け
る
書
匿
決
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
嘗
霞
法
の
改
尼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

爲
し
た
る
陳
越
（
ロ
頭
、
書
面
）
は
、
そ
れ
が
事
實
（
塗
9
の
。
・
欝
伸
象
）
と
同
時
に
爲
さ
れ
た
る
揚
合
に
於
て
は
之
を
以

蓋
讐
し
函
奪
髪
墓
得
る
あ
で
蓉
（
噂
露
．
蝿
騨
邊
協
。
羅
鑓
、
齪
．
蜀
鰐
。
．
．
．
）
．
書
で
、
あ

場
合
k
は
次
の
諸
鐵
k
注
意
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。

讐
幾
言
陳
謹
藝
著
郵
す
る
霧
履
行
走
於
鳶
嚢
絵
な
畠
薯
で
あ
為
凹
。
。
翻
斎
．
ご

鰭
卵
瀞
額
野
評
欝
酔
．
贈
轟
欝
憎
鍔
）
。
從
つ
て
、
翠
に
自
己
満
足
の
爲
め
に
爲
さ
れ
た
る
も
の
㌧
如
き
は
固
よ
う
謹
櫨

ε
し
て
認
容
し
得
べ
き
で
は
な
い
。
而
し
て
、
こ
、
k
云
ム
義
務
は
特
定
的
義
務
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
一
般

的
義
務
を
指
稽
す
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
、
時
に
依
つ
て
異
る
こ
ε
あ
る
べ
き
各
種
の
行
爲
を
包
含
す
る
が
如
き

義
勝
は
．
一
般
的
義
務
に
該
當
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
之
を
除
き
、
特
定
の
行
爲
を
爲
し
更
k
之
を
記
録
に
留
め
叉

は
報
告
す
る
義
務
は
こ
、
に
云
ふ
特
定
的
（
及
び
二
重
的
）
義
務
に
該
當
す
る
も
の
で
あ
る
（
豊
場
9
融
騨
噸
卜
、
穐
．
闘
催

騨
徳
襯
罵
騙
翫
導
。
し
か
し
乍
ら
、
若
し
之
を
嚴
格
に
蓮
守
す
る
ε
き
は
、
既
に
謹
擦
ε
し
て
認
容
し
た
敷
個
の
刻

例
ε
相
砥
鮒
す
る
≧
ピ
あ
る
は
勿
論
な
う
ピ
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（
”
ケ
騙
州
諦
矯
蝿
’
罐
崩
醐
艶
．
さ
謬
蔀
哨
．
》
。

　
　
　
　
　

　
第
二
は
か
、
る
陳
述
は
事
實
ε
同
時
（
8
暮
0
3
℃
畦
窪
8
霧
ぞ
慧
鼻
9
0
鍵
o
富
u
冨
酔
a
）
に
爲
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
の

こ
定
で
あ
る
（
即
鷲
邸
内
、
敏
。
露
％
鋸
晒
。
。
。
岬
騨
牌
麟
堕
）
。
同
時
ε
云
ム
観
念
に
付
て
は
既
に
述
べ
た
ε
こ
ろ
で
あ
る
が

（
騒
麗
肇
、
琴
農
讐
緩
箆
解
し
て
、
陳
護
藷
爵
の
擁
義
薯
2
す
る
の
必
婆
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く
、
叉
絵
参
に
緩
や
か
に
解
し
て
．
謹
人
の
記
憶
を
新
た
に
す
お
た
め
の
公
の
登
記
簿
．
手
控
等
に
爲
せ
る
記
載
ε

爲
す
べ
き
で
は
な
い
ε
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
約
言
す
れ
ぱ
、
陳
述
は
行
爲
の
爲
さ
れ
た
る
時
、
叉
は
行
爲
の
爲
さ

れ
セ
る
時
に
近
き
時
期
に
於
て
行
は
れ
ね
ぱ
な
ら
職
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
．
而
し
て
、
果
し
て
陳
述
が
か
、
る
時

期
に
於
て
爲
さ
れ
陀
る
や
否
や
を
決
定
す
ぺ
き
標
準
は
、
陳
述
が
義
務
ε
矛
盾
せ
ざ
る
期
問
内
に
爲
さ
れ
た
る
や
の

鮎
に
在
る
。
從
つ
て
、
義
務
ピ
爾
立
せ
ざ
る
程
度
の
長
き
期
問
を
経
た
後
陳
述
が
行
は
れ
た
場
合
k
は
、
最
早
事
實

ε
同
時
に
行
は
れ
た
も
の
ε
云
ム
こ
ご
を
得
な
い
か
ら
、
之
を
謹
縷
ε
し
て
認
容
し
得
な
い
こ
ε
、
な
ら
う
（
糟
甑
題
・

麗
謂
ぴ需昌

㎎
同
箒
。
“
）
，

　
　
　
　
ロ

　
第
三
は
か
、
る
陳
越
は
陳
述
者
が
記
載
す
べ
き
義
務
あ
る
正
確
菰
る
事
實
k
付
て
の
詮
撮
で
あ
る
。
從
つ
て
、
陳

蓮
者
が
親
し
く
共
事
實
を
知
畳
す
る
こ
磁
を
要
す
る
竜
の
で
あ
る
。
こ
の
織
は
先
き
に
述
べ
た
利
盆
に
反
す
る
陳
述

ε
其
趣
を
異
に
す
る
ε
こ
ろ
で
あ
る
。
而
し
て
、
か
、
る
陳
述
は
右
k
示
し
た
る
が
如
く
正
確
な
る
事
實
に
付
て
の

詮
擦
で
あ
る
か
ら
、
帰
縦
令
同
輔
陳
蓮
中
k
包
含
せ
ら
る
・
事
實
た
う
ε
難
も
、
軍
に
そ
れ
が
附
随
的
一
（
8
浮
需
乾
）

性
質
を
有
す
る
他
の
事
實
k
付
て
の
鐙
擦
た
う
得
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
（
鱒
蛸
粥
評
ノ
溜
．
黙
。
舗
雛
耀
畔
一
％
誠
郎
欝
）
。

更
に
叉
、
不
實
の
陳
越
を
爲
す
動
機
に
付
て
の
詮
擦
あ
る
場
合
に
於
て
は
、
か
、
る
陳
述
は
之
を
鐙
擦
ε
し
て
認
容

す
る
こ
ε
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
付
て
は
↓
ぎ
閃
窪
礎
9
躍
9
事
件
（
叩
鰯
醒
訴
疑
嘱
織
…
評
鯉
商
離
紗

　
　
　
　
　
イ
ギ
9
ス
に
於
廿
る
書
詮
法
の
改
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
謹
法
の
改
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

を
畢
げ
る
こ
ε
が
出
奈
る
。
之
は
船
舶
衝
突
事
件
で
あ
つ
た
が
、
一
等
蓮
輔
土
（
既
k
死
亡
せ
る
）
の
爲
し
泥
航
海
日

誌
へ
の
記
載
は
之
を
鐙
擦
ε
し
て
鶴
容
す
る
こ
ε
を
得
な
い
竜
の
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
其
理
由
ε
す

る
ご
こ
ろ
は
次
の
三
鮎
k
在
う
と
3
れ
た
。
即
ち
、

　
ロ
　
　

　
其
一
　
右
記
載
は
事
件
登
生
後
二
日
後
k
於
て
爲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
實
際
は
衝
突
後
三
十
六
時
間
程
経
過
し

　
　
て
ゐ
セ
の
で
あ
る
）
。
然
る
に
、
前
示
一
等
蓮
韓
士
の
記
載
義
務
は
事
件
登
生
直
後
（
ぎ
ヨ
a
犀
。
望
）
に
爲
す
べ

　
　
き
も
の
で
あ
つ
た
。

　
ロ
　
ロ

　
共
二
　
一
等
蓮
縛
士
は
不
實
の
陳
蓮
を
爲
す
こ
ε
に
付
き
利
害
關
係
を
有
し
て
ゐ
た
。
即
ち
、
彼
は
彼
自
身
の
魍

　
　
失
並
k
船
員
の
過
失
を
否
定
せ
ん
と
す
る
者
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
o
α

　
其
三
　
航
海
日
誌
へ
の
彼
の
記
載
は
輩
に
彼
自
身
の
行
爲
に
關
す
る
も
の
、
み
に
止
ら
ず
、
船
員
の
行
爲
に
付
て

　
　
の
も
の
ま
で
包
含
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
か
、
る
陳
述
即
ち
記
載
は
他
の
者
（
一
等
運
轄
士
以
外

　
　
の
者
）
の
行
爲
に
付
て
の
鐙
擦
ε
し
て
之
を
認
容
し
得
な
い
。

右
の
う
ち
ミ
窪
異
ら
る
あ
箕
毒
あ
る
こ
姦
璽
名
あ
る
（
麗
謂
拳
遵
、
翻
．
露
．
蕪
”
轟
岬

糟
鴎
隔
。
。
ド
一
㊥
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ロ

　
要
乞
、
義
務
履
行
上
の
陳
述
を
認
容
す
る
の
基
底
は
、
第
一
は
陳
述
者
の
死
亡
（
之
は
利
盆
k
反
す
る
陳
述
の
場



（7）

倉
異
畠
）
．
及
塾
．
ぼ
養
の
麹
で
あ
る
．
而
し
て
あ
養
の
楚
は
義
鷺
璽
婁
れ
砦
嚢

の
機
械
葡
性
質
及
び
一
般
的
没
利
害
的
性
質
よ
う
生
ず
る
も
の
で
あ
ゆ
、
叉
義
務
者
の
不
断
の
責
任
は
・
若
し
そ
れ

に
付
き
虚
僑
の
織
あ
ら
ば
、
其
上
長
者
（
駒
。
后
＆
o
誘
）
に
依
つ
て
登
見
せ
ら
る
、
こ
と
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
て
ぬ
る
（
鱒
鱒
朗
即
・
押
幽
預
嚇
嘘
『
凶
℃
．
。
5
・
）
。

　
な
ほ
こ
の
義
務
履
行
上
の
陳
越
が
瞳
擦
ε
し
て
認
用
せ
ら
る
、
に
至
つ
乾
澹
革
k
付
て
は
、
穿
嘗
o
さ
ヤ
蛤
o。
榊

　
　
　
　
ノ

類
一
α
q
B
o
3
00
』
吻
麟
躍
Q
。
」
弩
O
を
滲
照
せ
ら
れ
拠
い
。

　
三
　
公
櫨
鵡
付
て
の
陳
越
（
留
畠
糞
ご
塗
器
8
窟
び
犀
凝
犀
肋
）
　
既
に
死
亡
せ
る
者
に
し
た
相
嘗
の
知
畳

（
．
忌
．
．
．
昌
．
犀
5
。
琶
・
α
鵬
．
）
を
享
薯
の
難
（
贔
、
書
面
）
（
誌
藻
鍵
轟
藷
雛
躯
．
伽
講
蝉
撫
離
）

に
し
て
孚
ひ
の
生
ず
る
以
前
（
騨
篤
。
犀
。
愚
ヨ
o
窟
臼
）
爲
さ
れ
た
る
も
の
は
、
公
的
又
は
一
般
的
性
質
（
麟
℃
毎
浮
自

σq

．
旨
。
．
即
一
昌
斜
件
信
．
。
）
を
有
す
る
古
來
認
め
ら
れ
た
る
梅
利
（
導
昏
暮
ユ
讐
三
の
謹
縷
ε
し
て
認
容
す
る
こ
ε
が
出
來

る
。
そ
こ
で
こ
の
問
題
に
付
て
は
次
の
諸
鮎
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
職
。

　
　
　
　
　

　
第
一
は
公
的
叉
は
一
般
的
利
盆
事
項
（
導
鋒
窪
ω
亀
署
窪
。
彗
貸
鵯
霧
養
＝
簿
角
o
魯
）
ε
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る

か
ε
云
ム
こ
ピ
で
あ
る
。
先
づ
か
㌧
る
利
盆
乃
至
槽
利
は
金
鐘
的
叉
は
財
産
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な

お
寒
れ
て
を
る
の
で
あ
る
（
袈
婁
．
。
含
。
驚
．
瀬
灘
鞭
誌
銀
導
駕
％
．
鴨
難
艶
費
誓
）
．

　
　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
讐
霞
法
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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イ
ギ
リ
属
に
於
δ
釜
欝
鐙
法
の
改
麗
八

而
し
て
．
公
権
及
び
一
般
的
権
利
ε
は
如
何
な
る
竜
の
を
意
味
す
る
か
ε
云
へ
ば
次
の
如
《
解
さ
れ
て
を
る
の
で
あ

る
。
即
ち
、

　
ロ
　
ロ

　
英
嗣
　
公
権
（
℃
＆
浮
嵩
σ
q
鐸
。
。
）
　
こ
の
う
ち
に
は
公
道
通
行
櫨
（
識
の
露
亀
鷺
讐
零
藁
）
．
渡
船
権
（
．
幽
四
鐸
9
瀞
『
蔓
）

潮
河
に
於
け
る
海
業
権
（
凝
罧
亀
静
ぽ
蔓
ぎ
島
傷
斜
＃
ぎ
誘
）
等
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
。
要
之
．
公
梅
ε
は
國
民

U
般
に
共
短
な
る
権
利
を
指
稽
す
る
竜
の
で
あ
る
ε
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
ロ
ロ

　
其
二
　
一
般
的
梅
利
（
囎
蓼
琶
凝
ザ
冨
）
、
之
は
公
権
の
場
合
の
如
く
國
民
一
般
ε
云
ム
が
如
き
廣
範
園
で
は
な

く
、
肚
會
の
或
る
範
園
ー
ー
其
範
園
は
相
當
大
な
る
こ
ε
も
あ
ら
う
が
ー
の
人
々
に
影
響
を
及
ぼ
す
槽
利
を
云
ム

の
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
教
會
匿
¢
舞
響
）
、
溢
鼠
（
お
弩
舞
）
等
の
彊
界
権
の
如
き
、
イ
ギ
リ
ス
王
土
の
地
域
的
匠
劃
に

付
て
の
穫
利
で
あ
る
。
・
從
つ
て
、
私
人
保
有
の
土
地
彊
界
k
付
て
の
権
利
の
如
き
は
固
よ
り
こ
の
う
ち
k
包
含
せ
ら

る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
私
権
（
嘆
響
暮
o
噌
茜
鐸
㎝
）
に
馬
す
る
問
題
で
あ
る
。

　
元
來
℃
忌
誉
及
び
鵯
ま
邑
の
爾
語
は
時
ε
し
て
同
一
意
義
に
用
ひ
ら
れ
、
多
人
藪
（
騨
3
魯
津
＆
・
亀
℃
R
8
諺
）

に
關
す
る
こ
ε
を
意
味
す
る
ヒ
と
が
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
傳
聞
鐙
撮
認
容
上
の
揚
合
k
於
て
は
、
こ
の
雨
者
は
之

を
馨
琶
別
す
ぺ
塗
益
右
鐘
べ
銘
く
霧
る
（
囎
認
慕
糞
、
難
鐸
紮
罷
鍵
讐
羅
葬
認
…
）
．

　
　
　
　

　
第
二
は
相
當
な
る
知
畳
に
付
て
讐
あ
る
。
こ
の
場
合
も
公
穫
及
び
一
般
的
穫
利
の
爾
者
に
匠
別
し
て
考
へ
な
け
れ
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ば
な
ら
職
。
即
ち
、

　
ロ
ロ

　
其
一
　
公
梅
の
揚
合
　
こ
の
揚
合
に
於
て
は
何
人
ε
錐
も
相
當
な
る
知
畳
を
有
す
る
も
の
ピ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

蓋
し
、
公
梅
は
國
民
噌
般
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
が
爲
め
で
あ
る
。
從
つ
て
、
知
曼
に
付
て
の
特
殊
な
方
法
を
映
如

す
る
ヒ
ε
（
菩
貌
窪
8
0
言
9
岳
程
B
審
ま
亀
ざ
o
詫
＆
㎎
）
は
、
之
を
嚴
格
に
云
ム
ε
き
は
た
Ψ
信
逓
力
の
問
題

に
關
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
認
容
性
に
付
て
の
問
題
で
は
な
い
。

　
ロ
ロ

　
其
二
　
一
般
的
穫
利
の
場
合
　
こ
の
揚
合
に
於
て
は
相
當
な
る
知
畳
を
有
す
る
宅
ε
は
之
を
立
鐙
せ
ら
れ
ね
ぱ
な

ら
瞭
。
蓋
し
、
一
般
的
櫻
利
は
前
に
も
述
べ
た
如
く
肚
會
の
或
る
範
園
の
人
々
に
關
す
る
も
の
な
る
が
故
で
あ
る
。

從
つ
て
．
こ
の
場
合
に
は
一
定
の
地
方
（
ざ
。
践
ぐ
）
に
或
る
關
係
を
有
す
る
ε
か
、
叉
は
陳
述
が
爲
さ
れ
た
場
合
の

事
情
の
如
き
を
以
て
立
鐙
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
（
鱒
雷
舞
．
㌔
．
鞠
一
託
瑠
邸
炉
建
ヤ
鞠
鰹
。。

艶
一
％
ダ
讃
恥
聯
騨
霧
寵
隔
隔

例ン

蝿籟
齢
。
。
購
犠
騨
嘗
》
（
㍗
露
州
・
蝉
聾
、
壽
認
鎚
髭
．
5
箪
）
。

　
な
ほ
こ
の
陳
蓮
者
が
相
欝
な
る
知
畳
を
有
す
べ
き
問
題
冠
共
k
陳
述
者
の
同
一
性
（
峯
9
底
蔓
）
が
確
定
せ
ら
れ
ね
ば

な
ら
瞭
。
而
し
て
、
交
書
k
依
る
陳
述
の
場
合
に
於
て
は
署
名
叉
は
筆
跡
が
立
鐙
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
孤
。
從
つ
て
、

署
名
な
き
も
の
叉
は
謹
明
な
き
（
岩
2
島
9
昏
舞
a
）
も
の
は
、
縦
令
そ
れ
が
正
當
な
る
保
管
者
よ
O
提
出
せ
ら
れ
た

巳
蓄
、
之
蓋
警
し
壷
容
す
髪
墓
祭
零
の
で
あ
る
（
㍗
麗
．
ψ
．

　
　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
麓
法
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
婁
謹
法
の
改
震
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
岨

　
　
　
　
　

第
三
は
陳
蓮
は
所
謂
鎚
菖
o
俸
o
β
臼
o
欝
馨
に
爲
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
膿
こ
ε
で
あ
る
4
こ
㌧
に
孚
ひ

の
生
じ
泥
る
以
前
ε
云
ふ
の
は
、
必
し
も
訴
訟
提
起
以
前
に
爲
さ
れ
た
る
こ
と
の
み
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
織
に
付
て
は
ロ
ー
マ
法
ε
其
趣
を
異
に
す
る
も
の
ε
云
は
ね
ば
な
ら
臓
。
即
ち
、
ロ
警
マ
法
に
於
て
浮
目
o
冨

ざ
去
へ
ぱ
之
を
嚴
格
に
適
用
し
て
訴
訟
の
開
始
（
8
蓉
β
窪
8
馨
暮
o
＝
ぽ
翼
剛
o
菖
を
意
味
し
、
訴
謎
以
前
の
時
期

（
省
》
霧
象
窪
需
ユ
a
o
＝
浮
島
著
旨
。
）
を
指
樗
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
ゆ
然
る
に
、
イ
ギ
リ
ス
法
に

於
て
は
騨
な
る
語
は
之
を
ク
ラ
シ
カ
ル
な
、
而
し
て
叉
廣
い
意
義
に
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
イ
ギ
リ
メ
法

上
詳
ヨ
o
冨
と
云
へ
ぱ
訴
訟
の
開
始
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
廣
く
一
般
に
箏
ひ
（
8
旨
δ
ぎ
お
鴫
）
の
開
始
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
る
（
囎
岬
農
瀞
鰹
謳
路
馨
紺
跡
．
袴
一
輝
姻
麗
「
騎
。
）
。
換
言
す
れ
ぱ
、
軍
に
訴
訟
ピ
云
ふ
形
式
k
於
て
現
れ
た

る
孚
の
み
な
ら
ず
、
訴
訟
k
先
立
つ
孚
ひ
（
8
昇
『
o
く
窪
超
嘆
o
饗
量
8
蔓
8
駄
。
・
魯
）
が
事
實
上
生
じ
ね
こ
ε
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
る
命
雛
鞭
．
ビ
》
。
（
－
）

　
斯
の
如
く
、
陳
述
に
制
限
を
加
へ
だ
の
は
陳
蓮
者
の
偏
頗
心
を
防
止
せ
ん
が
爲
め
で
あ
る
つ
而
し
て
、
棟
述
者
が

提
起
し
よ
5
と
企
圖
し
て
ゐ
る
訴
訟
を
直
接
支
持
す
る
爲
め
に
爲
さ
れ
た
る
陳
述
．
叉
は
自
己
の
利
盆
を
助
長
す
る

が
爲
め
に
爲
さ
れ
た
る
陳
越
の
如
き
は
之
を
鐙
擦
ご
し
て
麗
容
す
る
こ
ε
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
若
し
雫
談
關
係

を
惹
起
せ
ず
又
提
訴
が
企
圖
せ
ら
れ
ざ
る
に
於
て
は
、
陳
述
が
陳
越
者
の
櫨
利
を
支
持
し
叉
は
陳
蓮
着
が
其
陳
越
k



僑
擦
す
る
當
事
者
と
法
律
上
同
一
の
地
位
に
在
ウ
、
又
は
在
か
ε
信
ず
る
纂
實
は
、
以
て
當
該
陳
述
を
直
ち
k
認
容

し
讐
を
2
す
奎
姦
－
、
蟹
葎
勢
髭
撃
羨
す
竈
嘉
の
墓
る
（
雛
語
．
鋳
鰻
・
・
翻

泣
一
叩
麹
、
、
。
∞
。
外
や
麗
ゴ
の
鋒
軸
暗
拓
蝿
〕
艶
野
）
（
譜
羅
．
、
噸
融
銑
鞭
騨
徳
蝿
躍
窪
凱
戯
劇
．
）
。

（
1
）
　
≧
身
窃
3
は
『
雫
ひ
の
開
始
』
を
以
て
嘗
て
次
の
如
く
定
義
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
5
請
求
（
息
島
ヨ
）
の
墓
礎
を
爲
す
事
賓
状
態
の
護
生
』

　
と
し
灯
の
で
あ
る
（
≦
a
ぎ
『
～
潮
墜
畠
弩
℃
q
認
恥
〕
讐
O
P
曾
夕
9
評
9
一
）
。
而
し
て
、
こ
の
見
解
は
後
に
麗
・
O
o
容
暮
慧
の
支
持

，
す
る
諸
こ
ろ
と
な
つ
た
が
（
ロ
馨
諄
ヂ
■
o
電
巳
詔
管
o
o
富
ソ
O
窯
・
貸
P
窪
5
旨
r
磨
国
解
呂
2
0
恥
界
鋭
叫
脇
・
）
、
塗
に
覆
さ
れ
る

　
こ
と
』
な
つ
た
（
撃
盆
畠
窪
～
≧
窄
0
9
』
区
り
鍵
罰
鼻
q
o
o
窪
》
o
o
O
『
》
膨
瀞
竃
●
曽
ご
憎
ω
ヨ
欝
↓
斜
慧
2
男
o
醐
ξ
～
罰
言
鴨
轟
匡

　
〔
一
〇〇
凸
oo

〕
鳩
O
一
『
●
図
タ
国
・
器
駅
．
）
（
↓
昌
一
9
噛
一
愉
吻
輪
毬
・
）
o

“∫）

　
　
　
　
　

　
第
四
は
陳
述
は
輔
般
的
櫨
利
（
瞬
窪
巽
巴
ユ
鵬
算
）
k
關
す
る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
瞭
。
從
つ
て
、
、
之
を
支
持
し
叉

は
否
定
す
る
特
殊
の
事
實
に
關
す
る
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
何
定
な
れ
ば
、
か
、
る
特
殊
事
實
は
一

般
に
知
ら
れ
て
を
る
と
ご
ろ
で
は
な
ψ
か
ら
．
或
は
誤
傳
せ
ら
れ
叉
或
は
誤
解
せ
ら
れ
易
く
、
更
に
か
㌧
る
事
實
は

地
の
事
實
ε
結
合
す
る
こ
ε
あ
る
べ
く
、
而
し
風
之
等
他
の
事
實
は
、
若
し
知
ら
る
、
な
ら
ぱ
、
右
特
殊
事
實
を
或

は
制
限
し
或
は
読
明
す
る
こ
ε
、
な
る
の
で
あ
る
（
鴫
磁
勉
諜
，
蟹
躍
陣
臨
鬼
。。
．
）
ウ
。

　
斯
の
如
く
、
陳
述
は
一
般
的
梅
利
に
關
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
、
一
般
的
権
利
を
直
接
に
否

　
　
　
　
　
イ
ギ
9
ス
に
於
け
る
書
謹
法
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



（12）

　
　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
サ
る
書
澄
法
の
重
E
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

定
す
る
も
の
で
な
く
ε
も
．
聞
接
に
之
を
否
定
す
る
陳
述
は
鐙
擦
と
し
て
認
容
し
得
ら
る
、
竜
の
ε
さ
れ
セ
の
で
あ

る
。
例
へ
ぱ
、
一
般
的
穫
利
と
爾
立
す
る
こ
ε
を
得
な
い
私
的
講
求
権
（
R
鵠
富
号
ぎ
）
を
主
張
す
る
が
如
き
、
叉
は

一
般
的
権
利
に
付
き
陳
述
す
る
こ
ε
が
豫
期
せ
ら
る
、
を
相
當
ε
さ
れ
る
場
合
に
、
か
、
る
陳
越
を
爲
さ
里
る
が
如

嘉
そ
れ
で
あ
る
（
曜
搬
盤
．
艶
㌔
賄
．
驚
韻
．
撃
甲
鑛
）
．

　
更
に
か
、
る
陳
述
に
付
て
の
確
竈
（
8
ま
ぎ
糞
一
8
〉
の
問
題
を
考
察
す
る
に
、
か
、
る
陳
述
は
穫
利
が
現
存
す

る
人
々
の
記
憶
の
範
園
内
衰
於
て
（
鉱
島
ぎ
一
諜
茜
ヨ
㊦
ヨ
o
莞
）
行
使
せ
ら
れ
て
ゐ
た
ピ
云
ふ
謹
擦
に
依
つ
て
確
謹
せ

ら
る
㌧
こ
ε
は
、
認
容
に
付
き
根
本
的
要
素
を
爲
す
も
の
で
は
な
い
。
從
つ
て
、
確
謹
は
軍
に
信
愚
力
の
問
題
で
あ
つ

て
認
容
性
の
問
題
で
は
な
い
（
曽
雛
戦
駈
覇
．
。
×
髄
．
麗
噌
訴
周
麗
銑
蕗
遡
餅
般
．
．
藩
．
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
の
　
　
　
　
　
　

　
要
之
、
公
権
に
關
す
る
陳
述
を
認
容
す
る
の
墓
底
は
、
第
一
は
陳
述
者
の
死
亡
、
第
二
は
古
き
事
實
は
直
接
謹
擦
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

依
9
立
澄
す
る
こ
ε
の
↓
艇
蜘
ゆ
茄
恥
静
な
る
こ
ε
・
籔
き
は
機
利
の
公
的
性
質
（
2
霞
o
塁
ε
容
）
k
依
つ
て
與

　
　
　
　
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ヘ
ら
る
、
眞
實
の
保
障
ー
之
は
個
人
的
偏
頗
心
を
防
止
し
叉
不
断
の
反
駁
乃
至
反
封
に
遭
遇
せ
し
む
る
こ
と
に
依
つ

て
誤
れ
る
陳
述
の
危
瞼
を
減
少
す
る
も
の
で
あ
る
1
等
で
あ
る
と
さ
れ
る
鱒
贈
．
尋
餉
掬
。
。
顧
前
一
齪
噂
）
．

　
な
ほ
こ
の
公
槽
に
付
て
の
陳
述
が
謹
擦
ピ
し
て
認
容
せ
ら
る
、
に
至
つ
陀
溜
革
に
付
て
は
　
峯
圃
甥
o
コ
Ψ
鵠
9

↓
言
欄
3
や
認
O
を
滲
照
せ
ら
れ
た
い
。



　
こ
の
公
槽
に
付
て
の
陳
述
は
厨
謂
3
2
糞
一
9
の
問
題
と
L
て
屡
一
般
的
に
論
述
さ
れ
て
を
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
覧
器
冒
聾
ざ
3
8
試
9
等
の

問
題
に
付
て
は
他
の
機
會
に
於
て
之
が
観
明
を
㌶
み
る
考
へ
噂
あ
る
か
ら
本
稿
に
於
て
は
こ
の
問
題
に
鯛
れ
ぬ
こ
と
玉
L
た
。
從
ウ
て
叉
、
地
岡
等

を
鐙
撮
と
し
て
認
容
す
る
問
題
に
付
て
も
、
之
を
お
讐
馨
幽
睾
の
問
題
を
論
述
す
る
場
合
に
譲
る
こ
と
玉
す
る
。

（13）

　
四
　
家
系
に
付
て
の
陳
述
（
脅
静
聾
ご
ま
器
ε
需
ユ
一
讐
8
）
　
既
に
死
亡
せ
る
者
に
し
て
家
系
が
問
題
ε
な
れ

る
當
事
者
ピ
血
縁
叉
は
婚
姻
k
依
ウ
親
族
關
係
を
有
す
る
揚
合
、
か
、
る
者
が
孚
ひ
の
生
ず
る
以
前
k
於
て
爲
し
た

る
肇
（
贔
、
書
面
）
（
務
軸
糞
鱒
難
。
器
齪
馳
諺
た
簿
．
．
”
、
．
）
は
秦
義
明
す
轟
響
し
露
容

す
る
こ
ピ
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
k
付
て
は
次
の
諸
鮎
を
考
察
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
膿
。

　
　
　
　
　

　
第
一
は
家
系
と
は
如
何
な
る
こ
ε
を
意
味
す
る
か
ε
云
ふ
こ
ε
で
あ
る
。
家
系
叉
は
家
系
事
項
（
3
鋒
巽
亀
需
－

島
σ
q
『
8
）
ε
は
大
膿
に
於
て
次
の
如
き
も
の
を
包
含
す
る
も
の
ε
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
（
謬
齢
戯
卵
肺
施
膿
ゴ
餉
猪
聯
駕
灘
）
。

　
ロ
　
ロ

　
其
一
　
親
族
の
相
績
問
題
（
有
逡
言
及
び
無
遺
言
の
場
合
）
、
親
族
關
係
．
及
び
嫡
出
（
一
お
置
ヨ
8
鴇
）
の
問
題

　
麹
艶
　
家
族
（
3
。
ヨ
ぴ
。
誘
◎
P
箒
鼠
糞
ぞ
）
の
出
生
・
婚
姻
及
ぴ
死
亡
、
之
等
事
件
叉
は
事
實
毅
生
の
時
及
び
揚

所
、
家
族
の
濁
身
釈
態
（
8
謹
”
受
）
、
直
系
卑
燭
の
有
無
等
の
如
き
事
項
と
直
接
關
聯
し
叉
は
か
、
る
事
項
を
立
詮

す
る
爲
め
に
必
要
ε
せ
ら
る
㌧
家
の
系
統
乃
至
歴
史
（
津
昆
嘗
窪
。
・
ざ
蔓
）
の
特
殊
な
る
附
随
的
事
項
i
な
ほ
家
族

　
　
　
　
　
イ
ギ
9
ス
に
於
け
る
轡
賢
一
琶
法
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



（14）

　
　
　
　
イ
ギ
9
ス
に
於
け
る
書
謹
法
の
改
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
四

の
職
業
（
0
8
も
註
窪
）
、
居
所
（
窓
駒
。
置
憩
8
）
及
ぴ
之
と
同
様
な
る
家
族
の
同
一
人
な
る
こ
と
を
謹
明
す
る
に
必
要
な

る
家
の
歴
史
k
附
随
す
る
事
項
も
亦
こ
の
う
ち
に
包
含
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
ε
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
鱒
賂
舗
軸

糧議脚ゲ

恥
8
珈
嬬
騨
鞭
昧
男
．
閃
ざ
9
）
。
し
か
む
乍
ら
、
か
、
る
附
随
事
項
が
直
接
家
系
問
題
ε
關
聯
す
る
ε
こ
ろ
な
く
、

又
は
家
系
上
の
目
的
の
詫
め
に
必
要
ξ
せ
ら
れ
の
場
合
に
於
て
は
、
縦
令
そ
れ
等
が
家
系
問
題
を
謹
明
す
る
も
の
と

推
断
せ
ら
る
、
こ
と
あ
る
も
、
之
を
謹
擦
ε
し
て
認
容
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
（
闘
而
．
罪
齢
認
咽
錨
館
塊
凶
潔
蓄
鎚
壁
神

鴛
麗
訟
㌔
、
陥
露
．
”
．
．
）
。

　
の
　
ロ

　
第
三
は
陳
述
者
に
付
て
臆
あ
る
。
陳
述
者
は
適
法
に
血
縁
關
係
を
有
す
る
者
、
叉
は
夫
婦
關
係
あ
ウ
た
る
者
に
し

て
既
に
死
亡
せ
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
血
。
從
つ
て
、
、
次
の
者
に
依
る
陳
述
は
之
を
認
容
す
る
こ
ピ
を
得
な
い
も
の

で
あ
る
。

　
麹
刈
　
家
族
の
友
人
、
雇
人
、
近
隣
者

　
麹
コ
　
私
生
子
ー
私
生
子
は
所
謂
旨
島
壼
島
髭
（
何
人
の
子
に
も
非
る
子
）
ざ
さ
れ
て
を
る
か
ら
親
族
關
係

　
　
を
有
し
得
な
い
ε
さ
れ
て
ゐ
る
（
閃
⑳
巽
一
露
器
翻
鶴
器
臨
。
〆
㎡
認
礪
．
）
。
し
か
し
乍
ら
、
私
生
子
が
自
己
の
私
出

　
　
な
る
こ
冠
k
付
て
の
陳
述
を
爲
し
た
る
揚
合
に
は
、
之
を
以
て
自
認
ε
し
て
謹
擦
と
爲
す
こ
ε
を
得
べ
く
、
或

　
　
は
又
之
を
以
て
自
己
の
利
盆
に
反
す
る
陳
述
と
し
て
認
容
す
る
こ
ε
を
得
る
も
の
で
あ
る
。



ロ
　
ロ

其
三
　
夫
婦
關
係
に
在
る
者
の
陳
述
は
之
を
認
容
し
得
る
こ
ε
は
前
示
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
必
し

　
も
法
律
上
の
婚
姻
關
係
の
現
存
せ
し
や
否
や
を
問
ふ
も
の
で
は
な
い
ε
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
か
、
る

　
央
又
は
妻
の
軍
な
る
親
族
の
如
き
は
陳
述
者
た
6
得
な
い
竜
の
で
あ
る
（
蟹
鵯
凶
諸
矯
軸
。
蜷
調
器
×
鐸
龍
罪
許
閥
讐

簾
齢
。
斜
。
・
翻
撃
）
。
（
－
）

（
1
）
陳
述
者
の
親
族
關
係
は
陳
蓮
者
自
身
の
陳
述
に
依
つ
て
之
を
確
定
す
る
こ
と
を
轡
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
他
の
方
面
か
ら
立
調
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
鵬
昌
歪
2
空
爵
㎎
〔
お
昌
〕
脳
O
即
ヨ
マ
き
ご
区
搾
界
謎
ε
。
換
冒
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
家
系
に
付
て
の
陳
蓮
と
ほ
全

く
別
個
猫
立
の
鐙
擁
に
依
り
て
確
定
せ
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
陳
述
者
と
其
陳
述
か
提
出
せ
ら
る
玉
人
と
の
聞
に
於
け
る

親
族
關
係
の
正
確
訟
る
程
度
即
ち
親
等
の
如
き
は
之
を
明
か
に
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
勢
血
縁
關
係
が
存
在
す
る
と
か
又
は
婚
姻
闘

係
が
存
在
す
る
と
か
云
ふ
こ
と
を
立
鐙
す
れ
ぱ
十
分
ぞ
あ
る
の
で
あ
る
（
く
薯
評
～
尾
o
雪
騎
〔
一
〇
。
8
〕
噛
誘
く
＄
鼠
9
㊤
炉
男
レ
㎝
δ
。
而

し
て
、
同
一
の
家
（
皆
ヨ
ぞ
）
に
蕊
す
る
者
と
考
へ
ら
れ
て
を
る
二
人
の
間
に
如
何
な
る
親
族
關
係
が
あ
る
か
、
叉
果
し
て
親
族
關
係
が
存
在
し
で

を
る
か
ど
う
か
と
云
ふ
こ
と
が
問
題
と
な
つ
た
場
合
に
於
て
は
、
陳
述
者
と
そ
の
ら
ち
の
一
方
と
の
親
族
關
係
を
立
鐙
確
定
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
こ
れ
を
以
て
十
分
と
せ
ら
る
べ
き
で
あ
つ
て
（
ζ
8
哲
8
ド
餌
亭
O
昏
●
口
o。
o
o
一
ソ
鵠
閃
甑
静
粋
鼠
●
鵠
二
〇
〇
恥
男
．
舛
・
o
o
o
o
）
．
か
』
る
場
合

に
於
て
は
陳
述
者
と
右
爾
者
聞
の
親
族
關
係
を
有
す
る
鐙
撮
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
陳
述
は
既
に
確
定
し
た
關
係
を
立
謹

す
る
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
』
な
り
不
必
翼
な
こ
と
』
な
る
と
云
ふ
不
條
理
を
來
す
結
果
に
な
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
写
常
8
鱒
マ
bg
O
3
↓
畳
o
噂
℃

一
鱒
⑰
9
＆
U
毒
凶
管
0
3
り
o
o
り
⑰
一
お
一
・
）
o

（15）

イ
ギ
9
ス
に
於
け
る
番
謹
法
の
改
正

一
五



（16）

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
K
於
け
る
書
竈
法
の
改
躍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
ハ

　
　
　
　
　

　
第
四
は
相
當
な
る
知
畳
に
付
て
讐
あ
る
。
即
ち
．
こ
の
場
合
に
於
て
は
、
陳
蓮
者
は
陳
述
す
る
事
實
に
付
き
親

し
く
之
を
知
畳
す
る
こ
と
を
必
要
ε
し
な
い
。
從
つ
て
、
陳
述
者
の
知
畳
が
他
の
親
族
よ
り
得
ら
れ
π
る
も
の
、
叉

は
一
般
的
家
の
詐
到
よ
う
得
ら
れ
る
も
の
は
固
よ
う
、
傳
聞
k
塞
く
も
の
で
あ
つ
て
も
差
支
な
い
こ
と
、
な
る
の
で

あ
る
。
即
ち
、
傳
聞
k
基
く
傅
聞
（
ぎ
畦
の
曙
后
睾
ザ
窪
誘
藁
）
で
あ
つ
て
も
之
を
鐙
擦
ε
し
て
認
容
し
得
る
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
揚
合
に
於
て
は
、
そ
れ
が
同
一
の
家
に
属
す
る
他
の
家
族
の
陳
蓮
に
基
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
糠
も
の

で
あ
つ
て
、
全
く
他
人
の
陳
蓮
に
塞
く
も
の
で
あ
る
ε
き
は
、
之
を
謹
擦
ε
し
て
認
容
す
る
こ
ε
を
得
な
い
も
の
で

あ
る
。
從
つ
て
、
例
へ
ぱ
既
に
死
亡
せ
る
寡
婦
の
陳
述
k
し
て
℃
そ
れ
が
彼
女
の
夫
の
陳
越
ー
夫
が
自
己
の
從
兄
弟

が
何
人
で
あ
る
か
ε
云
ふ
ー
に
關
す
る
竜
の
な
る
揚
合
に
は
之
を
鐙
擦
ε
し
て
誌
容
す
る
こ
電
を
得
る
の
で
あ
る
。

斯
の
如
く
傅
聞
に
基
く
傳
聞
を
認
む
る
に
非
れ
ば
、
認
擦
法
上
の
普
蓮
の
規
則
を
緩
湘
し
驚
る
主
な
る
目
前
は
没
却

せ
ら
る
、
こ
ε
、
な
る
の
で
あ
ら
う
。
何
ε
な
れ
ば
、
既
に
死
亡
せ
る
親
族
の
陳
述
は
其
自
ら
知
畳
せ
る
事
項
を
包

含
す
る
こ
ε
は
極
め
て
稀
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
態
翰
蕗
鍬
げ
勢
鹸
導
。

　
次
に
、
陳
述
は
そ
れ
が
關
係
し
て
を
る
事
件
ε
同
時
に
爲
さ
れ
た
こ
ご
を
明
か
に
す
る
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
。

何
ε
な
れ
ば
、
か
、
る
制
限
を
加
ム
る
こ
ピ
は
陳
述
が
鐙
擦
ε
し
て
提
出
せ
ら
る
べ
き
陳
述
者
の
生
涯
以
前
に
、
傅
聞

が
渤
る
こ
ε
を
防
ぐ
る
こ
ε
に
依
り
、
家
系
に
於
け
る
傳
聞
を
認
容
す
る
目
的
を
破
壊
す
る
Z
と
に
な
る
か
ら
で
あ



（17）

る
ε
は
、
か
の
　
い
o
a
犀
o
轟
訂
ヨ
　
の
詮
明
す
る
ε
こ
ろ
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぱ
、
若
し
か
、
る
制
限
を
是
認
す

る
ε
せ
ば
、
既
に
死
亡
せ
る
者
が
其
祀
母
の
幼
名
即
ち
少
女
時
代
の
名
に
付
で
の
陳
述
を
爲
す
も
、
之
を
謹
擦
ご
し

て
認
容
す
る
こ
と
を
得
ぎ
る
も
の
ε
な
る
べ
く
、
其
不
當
な
る
は
云
あ
を
倹
た
ぎ
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
（
鰭
鵜
砿
錦
～

韻男．

）
。
要
す
る
に
、
藪
世
代
前
に
惹
起
し
た
る
事
項
に
付
て
の
陳
蓮
ε
錐
憾
之
を
謹
擦
霊
し
て
認
容
し
得
る
も
の

芸
桑
き
で
あ
為
”
．
附
．
鯉
一
帽
、
照
、
聾
又
噌
藷
睦
麗
壽
．
葬
罵
．
．
、
巴
．
）
．

　
　
　
　
　

　
第
主
は
陳
述
は
所
謂
雫
ひ
の
生
じ
た
る
以
前
k
爲
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は

學
ひ
の
生
じ
た
る
後
（
喝
3
二
澄
蓼
ヨ
o
鉾
ヨ
）
の
犠
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
。
而
し
て
叉
、
そ
れ
は
所
謂
利
盆
を
助

畏
す
る
も
の
で
あ
つ
て
も
な
ら
孤
の
で
あ
る
。
之
等
は
公
権
に
付
て
の
陳
述
の
ε
こ
ろ
で
読
明
し
た
建
こ
ろ
ε
其
趣

旨
に
於
て
異
ら
瓜
の
で
あ
る
か
ら
再
述
の
必
要
を
認
め
な
い
（
膨
蜘
噴
諏
轡
顯
囎
髄
o
瀞
騨
騙
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ロ
　
　
　
や
　
む

　
要
之
、
家
系
に
付
て
の
陳
蓮
を
謹
擦
ε
し
て
認
容
す
る
の
墓
底
は
、
第
一
は
陳
述
者
の
死
亡
、
第
二
は
か
、
る
問

題
即
ち
家
系
k
付
て
の
調
査
は
極
め
て
少
薮
の
者
の
み
知
ら
れ
た
る
家
の
歴
史
に
付
て
の
逡
隔
の
事
實
（
器
ヨ
0
9
瀞
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ロ
ロ

畠
）
を
包
含
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
從
つ
て
、
直
接
謹
擦
を
以
て
立
謹
す
る
こ
ε
の
不
可
能
で
あ
る
≧
ピ
で
あ
ウ
、

而
し
て
．
簸
急
は
陳
述
者
の
卿
勧
伽
纈
伽
伽
加
脚
及
び
陳
述
者
が
不
實
の
陳
蓮
を
爲
す
べ
き
紳
卸
脳
榊
㈱
蜘
妙
で
あ

る
（
藷
聾
㌔
襲
呵
轟
簿
．
鴫
U
釜
）
．
（
－
）

　
　
　
　
　
イ
ギ
9
ス
に
於
け
る
書
謹
法
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
燈
法
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
（
1
）
雇
人
，
友
人
．
隣
入
等
の
陳
述
は
之
を
認
容
す
ぺ
き
で
な
い
か
ど
う
か
に
付
て
は
、
長
い
問
疑
ひ
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
せ
ら
れ

て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
現
在
に
於
て
ほ
こ
の
間
題
は
一
定
し
た
の
で
あ
る
o
即
ち
、
現
在
に
於
て
ほ
問
題
と
な
れ
る
家
族
（
歪
昆
ζ
）
と
血
豫

叉
は
婚
姻
に
因
つ
て
法
律
上
蓮
絡
す
る
者
，
從
つ
て
叉
，
家
系
の
問
題
に
付
て
の
知
識
乃
至
知
覧
を
販
得
す
る
最
も
よ
壷
機
會
を
求
め
．
而
し
て

右
知
識
乃
至
知
畳
を
爲
る
べ
き
理
由
を
何
等
求
む
べ
き
で
な
い
こ
と
に
於
て
最
大
の
利
害
關
係
を
有
す
る
者
な
り
と
考
へ
ら
る
』
者
か
ら
の
傳
聞

に
の
み
限
つ
て
之
を
認
容
す
る
と
云
ふ
規
則
が
確
立
し
た
謬
で
あ
る
（
冒
ぎ
8
5
く
・
ζ
誘
8
〔
震
鵠
δ
噛
鵠
謡
轟
・
器
U
憩
罫
↓
・
（
9
3
0
・

℃
・
旨
9
鵠
”
●
男
●
鍛
的
“
9
0
島
o
く
．
望
蓉
窪
q
認
㎝
〕
．
一
ρ
髭
．
粋
銅
縮
oo
・
）
（
り
昌
一
〇
び
ど
㎝
留
伊
）
。

　
な
ほ
こ
の
家
系
に
付
て
の
陳
述
が
鐙
擦
ε
し
て
認
容
せ
ら
る
、
に
至
つ
た
澹
革
に
付
て
は
　
牢
嘗
o
さ
　
マ
曽
5

≦
凶
讐
。
β
。。
』
㈱
崔
。。
。
。
u
ま
8
を
滲
照
せ
ら
れ
だ
ψ
。

　
置
　
殺
人
に
付
て
の
瀕
死
の
陳
蓮
．
（
身
凶
茜
留
。
誉
義
o
ま
霧
8
ザ
o
昆
9
皆
）
　
故
意
又
は
過
失
に
因
る
殺
人

（
認
一
g
峠
自
6
湘
ρ
棉
昌
鄭
3
ポ
茜
犀
霞
）
の
裁
判
に
於
て
は
、
一
定
の
條
件
の
下
に
於
て
瀕
死
の
陳
蓮
を
鐙
接
ε
し
て
認
容
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
、
に
所
謂
瀕
死
の
陳
述
だ
は
、
陳
述
者
が
其
陳
蓮
を
爲
し
た
る
當
時
、
死
亡
の
事
實

上
の
危
瞼
k
直
面
し
、
か
つ
死
亡
を
豫
期
L
た
る
場
合
の
陳
述
を
云
ふ
の
で
あ
る
（
㍗
麗
翔
、
晒
瓢
綿
ず
贈
踊
．
ω
9
禦
露
鞠
躯
一

鞭
襲
唯
謀
騨
勢
鰻
醐
℃
伽
鞭
）
．
（
－
）

（
1
）
　
矯
；
7
ヨ
ー
ク
州
刑
事
訴
訟
法
（
O
o
身
a
9
ぎ
ぎ
畿
惇
8
。
9
器
）
第
三
九
八
條
a
に
於
て
は
次
の
如
く
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
G
即
ち
、



卿
刑
罰
法
（
箒
9
＝
・
。
電
）
第
穴
條
に
基
き
及
ぴ
之
に
從
ひ
爲
さ
れ
た
る
総
て
の
訴
邉
に
於
て
は
、
詞
糠
に
定
め
た
る
方
法
の
麟
れ
か
に
依
り
女
子
の

死
亡
が
惹
起
せ
ら
れ
た
る
場
合
．
か
』
る
女
予
の
瀕
死
の
陳
述
は
殺
人
（
ぎ
鼠
。
冠
。
）
の
場
合
に
加
へ
ら
る
』
制
限
と
同
一
制
限
の
下
に
．
之
を

鐙
擦
と
し
て
認
容
す
ぺ
し
㌔

（工9）

　
殺
人
に
付
て
の
瀕
死
の
陳
蓮
に
關
し
て
は
次
の
諸
鮎
が
考
察
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
の

　
第
輔
は
瀕
死
の
陳
述
は
殺
人
k
付
で
の
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
從
つ
て
、
殺
人
以
外
の
訴
追
k
於
て
は
か

、
る
陳
蓮
は
之
を
認
容
す
る
こ
ξ
を
得
な
い
も
の
で
あ
ウ
、
叉
陳
述
者
が
殺
害
せ
ら
れ
た
る
揚
合
以
外
の
殺
人
k
於

て
も
．
か
㌧
る
陳
蓮
を
認
容
し
得
ぬ
も
の
で
あ
る
（
即
轟
融
剛
眠
糟
講
〕
％
鷲
剖
）
。
（
－
）
右
の
如
く
、
瀕
死
の
陳
述
は
殺

八
に
付
て
の
み
認
容
し
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
は
論
理
上
民
事
、
刑
事
の
雨
事
件
に
於
て
も
認
容
せ
ら
る
べ
き
で

あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
が
、
瀕
死
の
陳
述
を
認
容
す
る
の
基
礎
は
、
元
銀
殺
人
に
於
け
る
必
要
ミ
公
盆
に
存
在
し
た
の

で
あ
る
。
ピ
云
ム
の
は
、
か
、
る
犯
罪
は
通
常
秘
密
の
う
ち
k
行
は
れ
、
し
か
も
斯
の
如
き
犯
人
は
か
、
る
犯
罪
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

敢
て
爲
す
こ
と
を
許
さ
る
べ
き
で
な
ψ
の
み
な
ら
ず
、
同

一
行
爲
即
ち
其
犯
罪
に
依
つ
宅
、
犯
人
の
有
罪
な
る
こ
ε

を
確
定
し
得
る
唯
一
の
人
ー
護
人
ー
の
ロ
を
永
劫
に
絨
せ
し
む
る
こ
ε
も
亦
許
さ
る
べ
き
で
は
な
い
ビ
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
從
つ
て
、
現
在
に
於
て
は
瀕
死
の
隙
蓮
は
之
を
殺
人
の
揚
合
に
の
み
認
容
し
、
民
事
々
件
に
於
て
は
之
を

認
容
せ
ざ
る
こ
ε
は
、
一
般
k
確
立
し
た
る
原
則
ε
云
は
ね
ぱ
な
ら
瓜
。
こ
の
故
k
、
不
法
な
る
行
爲
に
因
り
死
亡

　
　
　
　
　
イ
ギ
9
ス
に
於
け
る
魯
燈
法
の
改
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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イ
ギ
郵
ス
に
於
け
る
書
護
法
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

な
る
事
實
が
惹
起
し
、
之
に
封
す
る
損
害
賠
償
を
講
求
す
る
民
事
訴
訟
に
於
て
は
、
因
よ
う
瀕
死
の
陳
蓮
を
認
容
す

べ
き
で
は
な
い
。
要
す
る
に
、
瀕
死
の
陳
越
は
た
讐
死
亡
其
者
が
訴
追
の
目
的
た
る
刑
事
訴
訟
k
於
て
の
み
之
を
聡

容
し
得
る
も
の
と
云
ム
ベ
き
で
あ
る
（
舞
醜
鯉
曙
騨
艀
盟
．
躍
σ
窮
帰
擁
幽
鈴
一
．
。
。
O
。

（1

）
　
乙
と
丙
と
が
菓
子
を
食
し
た
爲
め
に
死
亡
し
た
。
而
し
て
，
其
菓
子
の
な
か
に
甲
が
毒
藥
を
漉
入
し
て
置
い
た
と
鶉
ふ
の
で
訴
追
さ
れ
た
の
で

　
あ
る
o
そ
こ
で
．
甲
が
乙
を
殺
害
し
た
ー
故
意
の
殺
人
1
こ
と
に
付
て
の
裁
鋼
に
於
て
、
乙
の
死
亡
後
丙
ほ
次
の
如
き
瀕
死
の
陳
述
を
爲
し
た
の

　
で
あ
つ
た
。
即
ち
、
丙
は
甲
の
面
前
で
問
題
の
菓
子
を
つ
く
つ
た
の
で
あ
つ
て
，
何
等
悪
い
も
の
を
混
入
し
な
か
つ
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
o
こ
の

　
丙
の
瀕
死
の
陳
述
ほ
、
同
一
毒
害
に
依
つ
て
惹
起
さ
れ
た
乙
、
丙
爾
者
の
死
亡
は
総
て
U
つ
の
事
件
（
謹
5
鍔
＆
9
）
で
あ
る
と
云
ふ
理
由
で
．
右
丙

　
の
瀕
死
の
陳
述
ほ
認
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
噌
（
銅
5
餌
鼻
鈴
q
器
ご
も
言
・
曾
男
o
ダ
割
）
。
　
し
か
し
乍
ら
、
斯
の
如
く
乙
、
丙
爾
者
の
死
亡
を

　
同
一
に
見
る
こ
と
は
正
當
で
は
な
い
。
乙
の
死
亡
．
丙
の
死
亡
は
各
別
個
の
も
の
と
観
察
す
ぺ
き
で
ほ
な
か
ら
う
か
。
そ
こ
燈
，
前
示
F
～
田
＆

　
事
件
に
於
て
は
害
ぎ
舞
O
雨
ほ
騨
く
・
髭
雷
畠
事
件
（
〔
一
〇
。
思
〕
“
鋳
卿
ρ
8
9
幽
戸
曾
弱
・
這
2
曽
犀
男
」
鍍
）
に
依
つ
て
定
め
ら

　
れ
た
原
則
を
探
用
し
、
瀕
死
の
陳
述
は
陳
述
者
を
殺
害
し
た
場
合
の
訴
追
に
限
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
旨
を
鋼
示
し
た
の
で
あ
る
o
ウ
ィ
グ

　
モ
ァ
も
こ
の
島
に
付
き
同
様
な
る
見
解
を
持
し
て
ゐ
る
。
即
ち
問
題
た
る
死
亡
は
陳
述
者
の
死
亡
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
o
即
ち
死
亡
し
た
陳
述
者

　
の
死
亡
が
訴
追
み
目
的
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
主
張
し
て
を
る
の
で
あ
る
（
孚
菅
馨
℃
マ
o。
O
oo
“
弓
藁
一
9
鳩
ン
吻
謹
黛
譲
㎡
9
9
。
鞠
あ
鼠
o
o
ρ
）
o

　
　
　
　
　

第
二
は
陳
述
を
爲
し
た
る
當
時
の
心
裡
駅
態
で
あ
る
。
之
に
付
て
は
次
の
如
き
要
件
を
具
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

瓜
。
即
ち
、
死
亡
者
－
陳
蓮
者
i
は
其
陳
述
を
爲
し
た
る
當
時
死
亡
の
顕
著
な
る
危
瞼
（
ぎ
一
潟
纂
3
謁
辞
9
ユ
＄
島
）
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の
釈
態
に
在
多
、
同
復
の
希
望
を
拠
棄
し
た
も
の
で
あ
る
ε
云
ム
こ
と
を
．
裁
判
官
を
し
て
満
足
せ
し
む
る
ま
で
に

立
鐙
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
幽
闘
瀞
鞠
魍
”
甥
一
綴
蹟
騨
鹸
㎞
卸
鞠
。
。
。
．
）
。
從
つ
て
、
陳
述
者
が
軍
に
漢
然
ε
死
亡
を
豫
期

し
セ
ε
云
ム
の
で
は
十
分
で
な
い
。
其
豫
期
は
相
當
な
る
根
擦
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
ε
云
み
べ
き
で
あ
る

（
留
蚤
論
酵
隔
離
醒
）
。
し
か
し
乍
ら
、
陳
述
者
が
切
迫
せ
る
死
亡
を
威
じ
て
を
る
こ
ε
を
語
る
こ
電
は
必
要
と
し
な

い
。
陳
述
が
か
、
る
萩
態
の
認
識
の
下
に
行
は
れ
た
ヒ
と
が
明
か
で
あ
れ
ぱ
十
分
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
親
族
」
友
人
等

に
最
後
の
訣
別
を
爲
し
た
ε
か
、
死
亡
後
の
葬
儀
に
付
て
指
圖
を
爲
し
π
と
か
云
ム
が
如
き
で
あ
る
。
要
す
る
k
、

陳
述
を
爲
し
た
揚
合
の
総
て
の
釈
況
を
斜
酌
し
、
以
て
陳
蓮
者
の
心
裡
駅
態
を
確
定
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
こ
ピ
、
な
る
の

で
あ
る
（
騨
躰
翫
司
。
肱
。
葬
い
詣
罐
乳
）
。
右
に
蓮
べ
た
る
が
如
き
歌
態
の
下
に
於
て
陳
述
が
爲
さ
れ
た
る
以
上
、
陳
蓮

者
が
陳
蓮
後
敷
日
乃
至
歎
週
問
生
死
の
問
を
彷
僅
し
て
を
つ
た
ε
云
ふ
事
實
は
、
陳
述
を
認
容
す
る
上
に
何
等
障
害

を
來
す
も
の
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
後
k
至
つ
て
同
復
の
希
望
を
抱
く
こ
ε
あ
る
も
之
叉
差
支
な
き
も
の
ε
云
ふ
べ

き
で
あ
る
（
欝
瑞
鰻
．
慰
（
奪
轟
態
雛
題
麗
罷
麺
．

　
　
　
　
　

　
第
三
は
陳
述
者
は
謹
人
と
し
て
の
費
格
あ
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ね
こ
ビ
で
あ
る
。
即
ち
、
陳
述
者
に
し
て
若
し

生
存
し
て
ゐ
た
ε
す
る
な
ら
ぱ
鐙
人
た
9
得
べ
き
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
臓
の
で
あ
る
。
從
つ
て
臼
痴
、
幼
年
の
如
き

は
難
の
馨
養
喜
の
で
あ
る
芸
黛
蜂
畠
（
霞
鞠
．
娼
．
蝿
縄
、
φ
．
罰
く
・
穿
舞
（
霧
窺
。
）

　
　
　
　
　
イ
ギ
9
ス
に
於
け
る
書
詮
法
の
改
霊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



（22）

　
　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
謹
法
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

に
於
て
は
四
歳
の
子
供
の
瀕
死
の
陳
述
は
之
を
認
容
す
る
こ
ε
を
得
な
炉
と
せ
ら
れ
た
。
蓋
し
、
か
》
る
瀕
死
の
陳

述
を
認
審
す
る
の
根
擦
は
將
來
の
状
態
に
封
す
る
信
念
（
ぼ
一
竃
）
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
四
歳
の
子
供
の
如
き
は

將
來
の
状
態
に
封
す
る
知
壁
を
有
し
得
る
に
は
鹸
ウ
に
幼
年
な
り
と
考
へ
ら
れ
彪
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
瀕
死

の
陳
述
者
は
宗
教
的
信
念
を
有
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
ε
云
ム
こ
ε
、
關
聯
し
て
考
察
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
即
ち
コ
ン

モ
ソ
甚
書
上
に
於
て
は
無
帥
論
者
叉
は
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
如
き
は
竈
人
能
力
な
き
も
の
ε
せ
ら
れ
た
。
但
、
爲
澄

を
罰
す
る
帥
を
信
仰
す
る
者
は
こ
の
限
多
で
は
な
い
と
せ
ら
れ
た
（
qO
舶
鋸
胃
器
弥
㌔
簾
顕
．
）
。
從
つ
て
、
幼
者
の
陳
述
の

如
き
は
宗
教
的
信
念
を
候
如
す
る
の
み
な
ら
ず
、
か
、
る
謹
擦
の
信
濠
力
に
於
て
も
其
基
礎
た
る
「
吾
々
の
審
列

者
し
（
｝
鼠
鴨
9
岳
』
）
1
紳
1
の
面
前
に
出
で
る
恐
怖
心
を
も
鉄
如
し
て
を
る
も
の
ε
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然

る
に
、
一
八
六
九
年
の
国
く
置
窪
8
悶
彗
學
窪
》
臼
o
＆
ヨ
。
暮
》
9
第
四
條
及
び
一
八
八
八
年
の
O
暮
冴
》
9
第
一

條
に
依
ウ
か
、
る
謹
人
無
能
力
は
撤
去
さ
れ
π
の
で
あ
る
（
鱒
剛
露
躍
掩
ヂ
罰
。
。
鶴
跡
鞠
鉱
飢
聯
的
増
一
爵
ゆ
、
）
。
從
つ
て
、
現
在
に

於
て
は
宗
教
的
信
念
の
鋏
如
は
謹
人
能
力
に
は
何
等
影
響
す
る
ε
こ
ろ
は
な
い
鐸
で
あ
る
（
醒
開
鎧
縛
詩
髄
。
匿
ぴ
墾
妬
．
罪

繋
略
㍉
帥
璽
．
。
7
）
。
（
－
）

（
1
）
瀕
死
の
陳
述
は
裁
判
外
の
謹
言
で
あ
る
か
ら
陳
述
者
の
信
頼
性
（
緯
島
墜
ぞ
）
ほ
羅
人
の
信
頼
性
と
同
糠
に
之
を
攻
繋
す
る
こ
と
を
得
る
も
の

　
で
あ
ら
う
と
さ
れ
て
ゐ
る
（
孚
菅
9
も
茜
0
9
孚
営
o
♂
＝
貰
巨
鯵
や
屋
9
q
あ
冨
℃
『
昌
輸
彗
置
2
↓
昌
一
3
評
吻
鼠
輔
2
男
2
。
需
り
㍗



oo

ヨ
ミ
一
窒
9
。
も
あ
＝
㌻
）
。
而
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
於
て
は
陳
述
者
の
悪
評
（
貫
ご
ぎ
暮
§
）
、
矛
盾
的
陳
述
、
以
前
の
有
罪
の
宣
告
等
の

謹
撮
は
之
を
認
容
し
得
べ
き
雪
の
と
す
る
規
闘
が
確
立
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
名
蒔
3
日
夕
o
o
”
ゆ
瞳
＆
〕
。
そ
こ
で
。
既
に
死
亡
せ
る
者
が
例
へ
ば

晴
胎
罪
の
藁
犯
者
の
如
き
場
合
に
於
て
は
．
陳
述
は
更
に
他
の
謹
撮
に
依
り
確
識
せ
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
（
搾
5
0
0
聾
電
〔
お
二
〕
．

誤
い
坦
冒
・
脇
9
）
．
然
ら
ざ
る
場
合
に
於
て
ほ
，
確
鐙
せ
ら
れ
ざ
る
陳
述
は
以
て
有
罪
の
宣
告
を
與
ふ
る
に
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
男
』
●

男
ぎ
冨
．
剛
鼻
〔
一
審
9
国
～
望
皐
・
鵠
9
）
。
　
更
に
．
白
痴
．
幼
年
等
は
謹
人
無
能
力
の
原
因
た
る
こ
と
は
、
本
文
に
於
て
述
べ
た
如
く
で
あ

る
が
、
共
犯
者
の
讃
擦
は
他
の
共
犯
者
に
封
す
る
鐙
櫨
と
し
て
之
を
認
容
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
殺
者
に
依
る
瀕
死
の
陳
述
は
，
其
自
殺

を
轄
助
し
た
洛
こ
と
に
依
り
訴
追
せ
ら
れ
た
る
者
に
覇
す
る
躍
擦
と
し
て
之
を
認
容
す
る
こ
と
を
得
べ
く
（
男
・
～
ゴ
鼻
ζ
〔
寄
o
o
ご
一
国
器
の
国

O
』
鋒
）
．
又
之
と
同
一
理
由
に
依
り
配
偶
鳶
の
輔
方
が
他
方
を
故
意
に
殺
害
し
た
る
場
合
に
於
て
も
・
被
殺
害
者
の
瀕
死
の
陳
述
は
之
を
龍
方

に
封
す
る
鐙
擦
と
し
て
認
容
し
得
る
も
の
と
さ
れ
る
（
炉
ド
≦
o
a
2
鼻
〔
零
o
o
鳴
〕
蝸
一
■
雷
9
9
0
×
噌
言
甥
9
℃
・
o
o
O
～
↓
芝
ε
3
ど
吻
磨
ド
）
。

（鴻）

　
ロ
　
　
の

　
第
四
は
瀕
死
の
陳
述
は
死
亡
を
惹
起
せ
る
事
伴
の
原
因
叉
は
鮫
混
を
立
鐙
す
る
場
合
に
於
て
の
み
之
を
認
容
し
得

る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
縦
令
雫
黙
に
封
し
牽
蓮
關
係
を
有
す
る
ε
し
て
も
、
そ
れ
以
前
叉
は
以
後
の
事
件
を
立

鐙
す
鳶
詮
は
、
か
≧
陳
響
馨
す
髪
墓
得
な
い
の
で
あ
る
（
塑
賑
娠
．
略
鞭
〕
、
舞
露
題
、
ψ
．
ア
メ

リ
ヵ
に
於
て
も
亦
陳
述
は
陳
蓮
者
の
死
亡
を
結
果
す
る
に
至
つ
た
不
法
な
る
行
爲
（
幽
且
ξ
ご
器
”
9
）
k
導
き
又
は
關

し
若
く
は
伜
ム
事
實
に
付
て
の
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
顧
ε
せ
ら
れ
、
・
共
理
由
は
か
、
る
事
實
k
封
し
て
の
み
陳
越

を
認
む
べ
し
ε
考
へ
ら
る
、
必
要
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
ε
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（
懸
鶴
鋸
輯
）
。

　
　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
謹
法
の
改
霊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
三



（鍛）

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
護
法
の
醜
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

　
更
に
叉
、
陳
述
は
一
般
に
傳
聞
又
は
牽
蓮
關
係
な
き
事
項
を
包
含
し
て
は
な
ら
職
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
陳

述
は
一
般
k
事
實
の
み
を
物
語
る
べ
き
竜
の
で
あ
つ
て
、
孚
鮎
に
牽
蓮
關
係
あ
る
も
の
に
の
み
限
定
せ
ら
る
べ
き
で

あ
る
。
し
か
し
乍
ら
．
陳
蓮
は
そ
れ
が
誘
導
訊
問
（
一
。
＆
ぎ
晩
ρ
琵
旨
o
霧
）
k
封
す
る
答
辮
ε
云
ム
形
式
で
爲
き
れ
て

炉
、
又
供
述
書
（
幕
℃
o
旨
…
o
講
）
の
形
式
で
な
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
供
述
書
ε
し
て
は
無
敷
な
る
も
の
ピ
な
つ
て
も

敢
て
妨
ぐ
る
ε
ヒ
ろ
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
脚
“
静
罪
融
電
雛
艶
．
脚
ビ
噴
嬢
贈
轡
）
。
｝
た
ゴ
問
題
ピ
な
る
は
陳
蓮
が
翠
に
意

見
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
で
あ
る
。
テ
蓼
ラ
聖
は
か
、
る
陳
述
は
之
を
認
審
す
べ
き
で
な
い
ε
の
見
解
を
探

る
者
で
あ
る
が
襲
罪
騨
㎞
鰯
炉
魂
鑑
。。

．
一
一
。
．
。

，
）
，
フ
ィ
．
プ
ン
ソ
は
同
一
性
に
付
て
の
意
見
、
叉
は
謹
人
の
供
述
を
認
容

す
べ
き
事
項
（
o
爵
9
ヨ
舞
。
窃
毘
且
量
げ
ざ
ぎ
召
爵
。
ヨ
2
浮
9
”
三
葺
。
脇
）
に
付
て
の
意
見
馨
は
之
を
認
容
し

得
る
も
の
と
し
て
を
る
の
で
あ
る
（
閃
麗
鰐
．
、
．
轟
．
聖
鞠
、
」
．

　
ウ
ィ
グ
モ
ァ
の
こ
の
貼
に
付
て
の
見
解
ぱ
次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
意
見
に
付
て
の
規
則
は
瀕
死
の
陳
逡
に
は

適
用
な
き
も
の
で
あ
る
。
意
見
に
付
て
の
規
則
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
鐙
人
に
依
つ
て
観
察
さ
れ
た
詳

細
の
事
實
を
鐙
人
が
特
定
的
に
陳
蓮
な
し
得
る
揚
合
に
は
常
k
、
之
等
事
實
か
ら
下
さ
る
べ
き
推
断
は
陪
審
員
に
依

つ
て
も
亦
等
し
く
下
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
鐙
人
の
爲
す
推
断
は
不
必
要
写
も
の
ε
爲
る
の
で
あ
る
。
ピ
こ

ろ
が
、
瀕
死
の
陳
述
の
場
合
k
於
て
は
、
陳
述
者
は
既
に
死
亡
し
て
を
る
の
で
あ
る
か
ら
、
陳
述
中
に
包
含
き
れ
て



を
る
こ
と
以
上
k
。
訊
問
に
依
り
彼
か
ら
一
層
詳
細
な
る
論
擦
を
得
る
こ
ピ
は
最
早
不
可
能
ε
云
は
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。

從
つ
て
、
陳
蓮
者
の
推
断
は
こ
の
揚
合
k
於
て
は
下
必
要
の
も
の
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
却
つ
て
不
可
映
の
も
の
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

な
ら
ざ
る
を
得
な
ψ
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
瀕
死
の
陳
述
の
揚
合
に
於
け
る
意
見
は
一
般
意
見
の
規
則
の
理
論
ε
異

る
か
ら
、
こ
の
一
般
規
則
を
適
用
し
得
な
い
乙
と
～
な
る
謬
で
あ
乃
が
（
－
）
．
　
ア
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
大
多
歎
の
裁
剣

所
は
こ
の
意
見
に
付
て
の
規
則
の
適
用
を
是
認
し
て
を
る
の
み
な
ら
ず
、
裁
釧
所
の
或
る
も
の
k
よ
つ
て
は
、
こ
の
規

則
を
適
用
す
る
こ
ピ
か
ら
結
果
す
る
普
通
の
不
條
理
以
上
の
も
の
を
、
瀕
死
の
陳
述
k
付
て
生
ぜ
し
め
る
有
様
懸
あ

る
。
即
ち
、
裁
到
所
が
こ
の
問
題
に
封
し
探
つ
た
態
度
決
定
の
あ
る
も
の
は
頗
る
術
學
的
專
冊
的
性
質
の
も
の
で
あ

つ
て
、
理
性
と
常
識
ピ
に
其
基
底
を
有
す
る
も
の
ε
さ
れ
乃
謹
擦
制
度
に
封
す
る
一
大
誹
誘
で
あ
る
。
斯
の
如
く
ウ

ィ
グ
モ
ァ
は
論
じ
て
を
る
の
で
あ
る
。
故
に
彼
は
瀕
死
の
陳
蓮
k
於
け
る
意
見
は
之
を
認
容
す
べ
き
こ
ε
を
力
読
す

る
と
同
時
に
、
意
見
麗
容
を
排
斥
す
る
論
者
k
封
し
痛
烈
な
る
批
難
を
加
へ
て
を
る
も
の
ε
見
ら
る
、
の
で
あ
る
。

（
顔
愉
窮
鮪
。
瀞
岬
駄
麟
翻
晦
）
。

（％）

（
1
）
　
勿
諭
こ
の
場
合
に
於
て
も
．
陳
述
者
の
意
見
が
軍
な
る
椎
測
で
あ
つ
て
何
等
自
己
の
観
察
に
其
蕩
底
を
宥
す
る
も
の
で
な
い
と
解
せ
ら
る
』

　
と
き
は
，
弛
の
理
由
か
ら
か
』
る
陳
述
を
認
容
し
得
な
い
こ
と
』
な
る
の
で
あ
る
（
毒
㎡
ヨ
0
3
0
0
噸
ゆ
一
畿
評
夢
ご
な
ほ
冒
罫
曽
姻
置
㌫
櫛
ご

鴛
密
β
照
》
。

　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
詮
法
の
改
毘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



（26）

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
誰
法
の
改
距
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
う
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

　
第
五
忙
瀕
死
の
陳
蓮
は
完
了
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
の
。
換
言
す
れ
ば
、
陳
蓮
者
が
云
は
ん
ε
欲
す
る
総
て

ヤ
　
ヤ
ヤ

の
こ
ε
を
包
含
す
る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
瞭
。
從
つ
て
、
未
だ
絡
了
す
る
に
至
ら
ざ
り
し
陳
蓮
、
又
は
他
の
者
に

よ
蚤
阻
止
せ
ら
れ
π
る
陳
述
の
如
き
は
之
を
認
容
す
る
こ
ε
を
得
な
い
。
し
か
し
乍
ら
、
こ
、
に
注
意
を
要
す
べ
き

鮎
ば
所
謂
陳
蓮
の
完
了
ε
は
如
何
な
お
意
義
を
有
す
る
か
ピ
云
ム
こ
定
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
客
観
的
に

完
了
す
る
こ
ε
を
要
す
る
や
否
や
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
露
k
付
て
は
之
を
主
観
的
に
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
ロ
　
ロ
ロ
　
の
　
ロ
の
　
ロ
　
の

即
ち
、
陳
述
者
が
其
爲
さ
ん
ピ
欲
す
る
陳
蓮
を
終
了
し
た
る
以
上
、
彼
が
語
う
得
べ
か
り
し
ε
≧
ろ
の
も
の
、
一
部

を
語
り
た
る
場
合
ε
錐
も
之
を
認
溶
し
て
妨
な
き
も
の
ε
云
ム
ベ
き
で
あ
る
（
噸
喧
調
詩
評
螺
駈
邦
。。
馴
㌦
晦
。
鋸
騰
亭
）
。

要
之
濠
死
の
陳
婆
馨
す
る
の
蓬
は
轟
、
ぽ
陳
響
の
控
・
筆
簾
砦
即
ち
馨
せ
ら
れ
薯

は
、
こ
の
殺
人
罪
な
る
犯
罪
に
劃
す
る
唯
一
の
目
撃
鐙
人
（
聲
守
三
彗
o
濱
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
者
の
陳
蓮
を
排
斥

す
る
こ
ピ
は
蜘
獅
ゆ
酔
師
馳
硬
蜘
恥
か
塵
至
る
こ
ピ
、
及
び
第
卸
は
伽
勘
枷
御
卿
ゆ
師
で
あ
つ
て
、
之
k
依
り
宣
誓

義
務
ε
同
一
の
確
認
身
生
ず
る
こ
ε
で
あ
る
（
鋸
爵
．
詐
齢
％
暢
バ
塀
剛
認
貯
確
鵠
雛
惑
マ
）
。

　
な
殿
こ
の
瀕
死
の
陳
述
が
讃
擦
芝
し
て
認
容
せ
ら
る
、
に
至
つ
た
澹
革
に
付
て
は
宰
剛
冨
o
二
層
oo
8
恥
↓
言
曳
窪

℃
噂
・
窪
タ
認
9
譲
蒔
彗
0
3
雷
』
幽
鼠
c
o
O
等
を
滲
照
せ
ら
れ
た
い
。

　
六
　
鐘
奮
者
に
依
る
陳
蓮
（
倉
畠
霞
畳
o
諺
ξ
§
叶
鶏
O
誘
）
　
逡
言
書
の
作
成
（
誉
言
ヨ
）
、
内
容
、
解
羅
等
を
包
含
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す
る
問
題
に
付
て
、
死
亡
せ
る
遺
言
者
の
陳
述
は
、
其
當
時
に
於
け
る
遺
言
者
の
心
裡
状
態
を
明
か
に
す
る
謹
擦
と

し
て
、
之
を
認
容
す
る
こ
ピ
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
か
、
る
陳
蓮
は
主
張
せ
ら
れ
た
る
事
項
の
眞
實
な
る

こ
房
鐙
婆
髪
豪
馨
す
歪
髪
饗
℃
の
で
あ
る
（
開
．
露
・
宰
馨
触
潔
．
轟
．
。
．
、
）
．
そ
こ
で
、
あ

遺
言
者
の
陳
蓮
に
付
℃
は
次
の
諸
鮎
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

　
第
一
は
遺
言
者
の
陳
述
は
原
鐙
と
し
て
之
を
認
容
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぱ
、
之
は
傳
聞
鐙
擦
ε
し
て

認
容
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
之
に
付
て
は
場
合
を
二
つ
に
分
つ
て
考
察
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
澱
（
聾
逮
騨
詐
鞠
壷
．
窮
㍗
）
。

　
ロ
ロ

　
其
一
　
陳
蓮
か
事
實
（
曾
富
ω
韓
豊
）
の
眞
實
な
る
こ
ε
を
立
鐙
す
る
爲
め
に
提
出
せ
ら
れ
π
の
で
は
な
く
、
遺

言
者
の
知
畳
、
・
意
思
、
健
全
な
る
精
紳
欣
態
、
其
他
の
心
裡
妖
態
を
明
か
に
す
る
爲
め
提
出
せ
ら
れ
た
る
場
合
　
こ

の
場
合
に
於
て
は
、
こ
の
種
陳
蓮
を
以
て
傳
聞
鐙
擦
則
に
封
す
る
例
外
ε
見
る
は
誤
解
を
生
ず
る
虞
あ
る
竜
の
ε
さ

れ
て
を
る
の
で
あ
る
。
之
等
陳
述
の
認
容
性
は
右
に
示
し
た
諸
駅
態
の
全
部
叉
は
其
一
部
k
侍
擦
す
る
も
の
で
は
な

ぐ
、
吹
の
軌
れ
か
ε
ヒ
て
認
容
せ
ら
る
べ
き
原
鐙
で
あ
る
ε
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

　
（
一
）
器
ゆ
鵬
窃
β
の
一
部
ご
し
て
認
容
さ
れ
る
も
の
（
冑
『
擁
。
開
幣
璽
曜
鎗
鴨
。
o
。
）
）
。
こ
の
揚
合
k
於
て
は
陳
蓮
は
遣

　
　
言
行
爲
（
8
匂
。
言
ヨ
。
暮
”
蔓
暫
9
）
ピ
同
時
k
爲
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ね
ε
さ
れ
る
。

　
（
二
）
　
陳
述
が
表
示
す
る
精
紳
駅
態
の
駅
況
鐙
擦
ご
し
て
認
容
さ
れ
る
竜
の
　
こ
の
場
合
に
於
て
は
陳
述
は
逡
言

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
謹
法
の
改
毘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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イ
ギ
リ
箔
に
於
け
る
一
寮
諺
法
の
改
一
拡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
八

　
　
行
爲
の
前
、
當
時
叉
は
後
に
於
て
爲
さ
る
、
も
．
叉
は
陳
遽
が
將
來
の
意
思
を
表
示
す
る
形
式
叉
は
過
去
の
事

　
　
實
を
明
示
す
る
形
式
に
於
て
爲
さ
る
、
も
、
認
容
性
に
封
し
て
は
何
等
重
要
な
る
も
の
で
な
く
、
た
讐
信
慧
力

　
　
に
關
係
あ
る
の
み
で
あ
る
（
剛
．
擁
皆
靹
麟
卑
譜
－
壁
騨
鞠
鉢
鮮
）
。

　
ロ
　
ロ

其
二
　
陳
述
が
遣
言
事
實
（
疹
ぎ
。
三
即
蔓
馨
富
緩
。
隠
隻
a
）
、
即
ち
、
逡
言
書
の
作
成
、
遺
言
の
撤
同
、
遺
言
書

中
の
麓
更
の
年
月
日
等
を
立
置
す
る
爲
め
k
提
出
せ
ら
れ
た
る
場
合
　
こ
の
場
合
k
於
て
は
一
般
k
か
、
る
陳
述
は

傅
聞
竈
擦
ε
し
て
之
を
排
斥
す
べ
き
も
の
で
あ
る
ε
さ
れ
て
を
る
の
で
あ
る
が
、
之
k
付
て
は
次
の
説
明
を
滲
照
せ

ら
れ
蘇
（
舞
．
鶴
鋸
甲
・．

鷺
。
驚
轟
融
、
調
、
鶴
勲
唾
．
節
簿
轟
．
聾
、
残
紮
鷲
．
翻
雛
籔
羅
鱒

乾
．
乱
）
。
（
－
）

（
－
）
ω
昌
魅
3
〈
・
ぎ
苞
豊
ぎ
8
碧
島
肋
事
件
（
〔
一
〇
〇
冨
》
ダ
男
レ
男
資
監
9
a
ド
」
・
餌
婁
一
一
、
・
ご
藁
竃
蕊
麟
『
β
雛
蕊
讐
ξ
・
騨

　
鳴
O
・
）
は
こ
の
場
合
に
封
す
る
例
外
を
認
め
た
注
目
す
ぺ
き
釧
決
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
事
件
に
於
て
控
訴
院
は
後
の
遣
言
上

　
の
陳
述
Q
豊
塾
寡
侭
導
。
翼
譜
矯
島
9
ざ
鼠
o
窮
）
は
滅
失
し
た
遣
言
書
の
内
容
を
立
識
す
る
爲
め
之
を
認
容
し
径
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
つ
て
．
之
を

　
傳
聞
謹
擦
則
に
凱
す
る
例
外
と
し
。
知
覧
に
付
て
の
蒔
殊
な
る
方
法
と
不
賓
の
陳
処
を
爲
す
べ
き
利
害
關
係
を
有
せ
ざ
る
者
に
依
る
陳
述
と
し
て

　
認
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
．
控
訴
院
の
裁
到
官
の
大
多
籔
は
之
を
姥
認
す
る
意
見
を
持
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
，
貰
。
一
憂
．
輸
卜
・
｝
だ

　
け
は
意
見
を
異
に
し
も
↓
冨
箆
『
も
亦
其
不
営
な
る
こ
と
を
諭
じ
て
を
る
の
で
あ
る
（
凶
謹
隣
葺
■
署
男
。
く
・
潔
魯
鑑
讐
犀
菅
8
・
ヤ
鱒
一
典
）
。

　
憂
す
る
に
、
こ
の
事
件
に
封
す
る
控
訴
院
の
態
度
鳳
之
を
正
當
と
云
ふ
こ
と
を
得
ざ
る
べ
く
。
寓
聾
影
の
意
見
を
以
て
正
し
い
も
の
と
見
る
ぺ
き



で
あ
ら
う
（
な
ほ
こ
の
事
件
に
付
て
橡
O
o
身
f
℃
．
皆
0
3
タ
及
ぴ
マ
謡
O
滲
照
）
。
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第
二
は
遺
言
者
の
陳
麺
は
逡
言
書
の
作
成
を
立
鐙
す
る
爲
め
に
傳
聞
謹
擦
則
に
封
す
る
例
外
ε
し
て
之
を
認
容
す

る
こ
ε
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
遺
言
書
作
成
前
、
當
時
又
は
後
に
於
け
る
逡
言
者
の
陳
述
は
、
遺
言
書
が
正

欝
に
作
成
せ
ら
れ
た
ε
云
ム
推
断
を
或
は
支
持
し
叉
或
は
覆
す
原
竈
と
も
て
認
容
せ
ら
る
》
も
の
で
あ
る
（
錐
鷲
5

搾。唾

罵
〕
弧
劉
）
。
而
し
て
叉
、
か
㌧
る
陳
述
は
遺
言
書
の
同
一
性
、
共
構
成
部
分
た
る
文
書
を
立
鐙
す
る
だ
め
認
容
す

る
こ
と
を
得
べ
く
、
更
に
叉
、
遺
言
書
k
遣
言
意
思
（
畿
5
0
§
冨
注
一
）
を
以
て
署
名
し
た
る
や
否
や
を
立
鐙
し
、
詐

欺
を
原
因
と
し
て
遺
言
の
有
敷
な
る
こ
ε
を
攻
撃
す
る
爲
め
盆
も
麗
容
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
（
躍
1
翻
勧
肋
、
岬
憶
贈
躍
）
。

　
の
　
　
　

　
第
三
は
逡
言
者
の
陳
蓮
は
遺
言
の
内
容
k
付
て
の
第
二
位
詮
擦
ε
し
て
認
容
せ
ら
れ
た
る
こ
ε
は
、
既
に
望
覧
窪

く
●
督
o
匡
ω
傍
ト
8
器
箆
切
事
件
k
付
て
前
に
一
言
し
た
ε
こ
ろ
で
あ
る
が
」
勿
論
之
に
付
て
は
異
論
の
あ
る
ε
こ
も
亦

翫
に
述
べ
た
通
ウ
で
あ
る
ー
遺
言
者
の
陳
蓮
は
叉
逡
言
内
容
の
凝
更
は
逡
言
書
作
成
後
に
爲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

曇
ム
推
定
を
覆
す
た
め
k
認
容
せ
ら
れ
ね
の
で
あ
る
（
聖
面
》
誰
雛
囎
鋤
艶
期
晒
叡
勘
ザ
塑
）
。
な
ほ
前
示
U
8
～
評
ぎ
R

事
件
k
於
て
、
9
ヨ
9
島
噛
罫
ρ
》
は
問
題
た
る
逡
言
が
作
成
さ
れ
た
ビ
考
へ
ら
る
、
時
以
後
に
於
て
、
遺
言
者

に
依
り
爲
さ
れ
ね
る
陳
蓮
は
、
當
該
逡
言
書
が
法
律
の
要
求
す
る
通
り
に
署
名
さ
れ
．
鐙
人
の
立
會
あ
タ
た
る
も
の

　
　
　
　
　
イ
ギ
．
9
ス
に
於
け
る
書
誰
法
の
改
並
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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イ
ギ
9
ス
に
於
け
る
嘗
謹
法
の
改
鑑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

な
る
こ
と
を
立
謹
す
る
爲
め
k
之
を
認
容
す
る
こ
ε
を
得
な
い
ε
さ
れ
て
を
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
顯
に
付
て
は
種

々
の
説
が
あ
る
け
れ
ご
も
、
今
は
総
て
省
賂
す
る
こ
ε
、
す
る
（
籠
蘇
雌
霞
％
滲
瀦
豊
。
．
．
）
。
更
に
叉
、
逡
言
者
が
言
葉
の

意
義
を
知
ら
ざ
る
爲
め
誤
つ
て
其
言
葉
を
逡
言
中
k
挿
入
し
た
る
も
の
な
る
こ
ε
を
明
か
に
す
る
陳
述
は
、
か
、
る

言
葉
の
創
除
を
申
請
す
る
揚
合
の
謹
擦
ピ
し
て
認
容
せ
ら
る
、
も
の
ε
き
れ
た
（
囎
晒
鼻
ヤ
ぎ
曖
雛
）
（
鷲
麗
縛
鯉
験
縛

門ご
．

　
　
　
　
　

　
第
四
は
．
鰻
言
着
の
陳
蓮
に
し
て
其
意
思
の
釈
況
鐙
擦
た
る
唱
の
ε
、
其
意
思
の
直
接
の
陳
蓮
ε
の
間
に
存
す
る
躍

別
で
あ
る
。
前
者
は
翠
に
逡
言
者
の
知
畳
歌
態
、
威
情
、
言
葉
の
癖
等
を
明
か
に
す
る
状
況
謹
篠
で
あ
つ
て
、
一
般

に
遺
言
解
繹
の
補
助
ε
し
て
認
容
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
ウ
、
後
者
は
逡
言
の
曖
昧
な
る
言
群
を
解
決
す
る
た
め
に
の

み
認
容
し
得
る
も
の
ε
さ
れ
る
（
聾
欄
謹
蹴
爵
遁
網
脚
一
爵
マ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
の

　
要
之
．
逡
言
者
の
陳
述
を
認
容
す
る
の
基
底
は
利
害
關
係
の
敏
如
（
魯
器
糞
。
亀
算
窪
曾
）
三
試
声
こ
ε
k
在
る
。

勿
論
揚
合
k
依
つ
て
は
之
に
特
別
な
知
畳
方
法
（
眉
。
。
蟹
ヨ
畠
霧
9
ぎ
。
三
a
α
q
。
）
ご
云
ふ
こ
ε
が
附
加
せ
ら
る
、

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
牟
む
。
遺
言
者
の
陳
蓮
の
認
容
は
偉
聞
謹
擦
則
に
封
す
る
例
外
を
爲
す
も
の
ε
考
へ
、
其
理

由
ε
し
て
、
（
一
）
逡
言
者
の
死
亡
、
（
二
）
特
殊
の
知
畳
方
法
、
（
三
）
遺
言
者
が
不
實
の
陳
蓮
を
爲
す
べ
き
利
害
關
係

の
映
如
を
畢
げ
ら
る
、
の
で
あ
る
が
、
之
は
正
し
い
見
方
で
は
な
い
ε
き
れ
る
（
鍔
囎
勇
開
器
轄
瞳
、
。。
し
。



　
以
上
に
於
て
私
は
死
亡
せ
る
者
に
依
る
陳
述
の
六
個
の
場
合
に
付
て
一
慮
の
読
明
を
爲
し
た
の
で
あ
る
が
、
之
は

次
に
述
べ
よ
う
ε
す
る
新
法
の
下
に
於
け
る
丈
書
中
の
陳
述
を
認
容
す
べ
き
や
否
や
の
問
題
ピ
封
照
せ
ら
る
べ
き
も

の
で
あ
る
か
ら
、
新
法
の
詮
明
を
試
み
る
前
提
ε
し
て
、
奮
法
に
付
て
多
少
長
引
い
た
読
明
を
爲
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

（31）

イ
ギ
9
ス
に
於
け
る
書
詮
法
の
改
距

曇
一


